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は
じ
め
に

　

多
文
化
主
義
は
、
こ
の
と
こ
ろ
外
国
人
労
働
者
や
移
民
・
難
民
を

多
く
受
け
入
れ
て
い
る
国
々
や
地
域
で
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
評

者
に
は
思
わ
れ
る
が
、
外
国
人
人
口
を
多
く
抱
え
て
い
る
欧
米
諸
国

で
は
人
気
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
多
文
化
主
義
に
反
対
す
る

極
右
や
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
が
増
殖
し
て
い
て
甚
だ
気
色
悪
い
。
多
文
化

主
義
の
本
家
と
よ
く
い
わ
れ
る
カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
同

じ
で
あ
る
（
近
年
で
は
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お

い
て
日
本
で
は
極
右
政
党
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
保
守
系
政
党

が
総
選
挙
で
第
一
党
に
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い
る
）。
多
文

化
主
義
に
反
対
す
る
人
々
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、

多
文
化
主
義
を
導
入
す
る
前
後
の
時
期
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
、

未
知
の
も
の
に
対
す
る
漠
然
た
る
不
安
を
原
因
と
す
る
も
の
で
あ
る

（
未
知
の
多
文
化
主
義
へ
の
不
安
）。
二
つ
目
は
多
文
化
主
義
導
入
後

し
ば
ら
く
た
っ
て
、
多
文
化
主
義
が
政
府
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
、
身

の
回
り
の
生
活
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
は
じ
め
、
多
文
化
主
義
を

実
体
験
し
実
感
す
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
身
近
に
移
民
・
難
民

系
の
人
々
の
姿
が
増
え
、
社
会
の
多
文
化
化
が
実
現
し
て
、
多
文
化

主
義
が
既
知
の
も
の
と
な
る
、
つ
ま
り
、
多
文
化
主
義
の
実
際
に
触

れ
、
そ
れ
に
よ
る
不
都
合
を
知
る
こ
と
に
と
も
な
う
不
安
や
不
満
を

感
じ
る
時
に
現
れ
る
（
既
知
の
多
文
化
主
義
へ
の
不
満
・
不
安
）。

欧
米
諸
国
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
の
多
文
化
主
義
を
そ

っ
く
り
導
入
し
て
い
る
国
は
少
な
い
が
、
類
似
の
政
策
を
選
択
的
に

適
宜
採
用
し
て
い
る
国
は
多
い
。
ゆ
え
に
、
二
つ
目
の
、
多
文
化
主

義
の
実
際
に
触
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
反
対
が
多
い
。

　

で
は
日
本
で
は
ど
う
か
。
日
本
で
も
多
文
化
共
生
の
名
の
も
と
に

多
文
化
主
義
類
似
の
諸
政
策
や
サ
ー
ビ
ス
が
地
方
自
治
体
を
中
心
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
ほ
ど
が
経

過
す
る
が
、
果
た
し
て
反
対
は
強
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
反

対
は
ど
ち
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
多
文
化
共
生
が
本
格
化
し
て
二

〇
年
以
上
経
過
す
る
が
目
立
っ
た
反
対
は
な
い
よ
う
だ
。
欧
米
諸
国

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
極
右
・
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
の
台
頭
も
な
い
。

多
文
化
主
義
や
類
似
の
政
策
を
導
入
し
て
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
も
経

山
本
直
子

『「
多
文
化
共
生
」
言
説
を
問
い
直
す 

―
―
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
第
二
世
代
・
支
援
の
功
罪
・
主

体
的
な
社
会
編
入
―
―
』

紹 

介 

と 

批 

評
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つ
と
反
対
が
増
え
て
く
る
は
ず
な
の
だ
け
れ
ど
、
こ
れ
は
ど
う
し
た

こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
探
る
う
え
で
本
書
は
大
い
に
役

に
立
つ
。
日
本
の
多
文
化
共
生
は
、
お
よ
そ
カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
多
文
化
主
義
と
似
て
非
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点

を
本
書
が
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
本
書
は
日
本

の
多
文
化
共
生
へ
の
批
判
の
書
と
い
っ
て
よ
い
。

紹
　
介

　

本
書
の
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

序
章

　

第
一
章　

政
府
文
書
に
み
る
多
文
化
共
生
概
念
の
展
開

　

第
二
章　

地
域
社
会
に
浸
透
す
る
多
文
化
共
生
言
説

　

第
三
章　

支
援
の
功
罪

　

第
四
章　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

第
五
章　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
言
説
が
与
え
る
新
た
な
立
ち
位
置

　

終
章

　

あ
と
が
き
、
参
考
文
献
、
索
引

　

本
書
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
序
章
で
は
本
書
が

書
か
れ
た
目
的
、
す
な
わ
ち
、
研
究
の
背
景
と
目
的
に
つ
い
て
論
じ

た
後
、
本
書
で
使
わ
れ
る
主
要
概
念
の
定
義
を
行
う
（
多
文
化
共
生

や
日
系
人
、
日
系
二
世
、
言
説
な
ど
）。
次
に
調
査
対
象
に
つ
い
て

の
説
明
が
続
き
、
先
行
研
究
の
検
討
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
書

の
研
究
枠
組
み
が
示
さ
れ
る
。
最
後
に
調
査
の
方
法
と
そ
の
限
界
に

つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
。
分
析
枠
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
で
、
著

者
は
ポ
ル
テ
ス
他
に
よ
る
「
分
節
的
同
化
論
」
を
重
視
し
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
従
来
の
同
化
主
義
は
言
語
・
文
化
・
価
値
の
吸
収

や
結
婚
に
よ
っ
て
ホ
ス
ト
社
会
に
同
化
し
社
会
的
上
昇
を
進
め
る
こ

と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
分
節
的
同
化
論
で
は
同
化
を
含
む

様
々
な
編
入
様
式
が
想
定
さ
れ
、
同
化
し
て
も
下
降
社
会
移
動
を
経

験
す
る
こ
と
も
十
分
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
で

は
多
文
化
共
生
の
も
と
、
日
本
社
会
に
適
用
・
同
化
し
た
と
し
て
も

下
降
移
動
す
る
、
あ
る
い
は
社
会
的
に
低
い
地
位
に
留
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
と
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
に
分
析
枠
組
み

や
主
要
な
概
念
に
つ
い
て
の
説
明
の
な
か
で
は
本
質
主
義
的
文
化
観

や
社
会
的
構
築
主
義
的
文
化
観
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
文
化
観
な
ど
に
つ

い
て
も
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
本
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

　

本
調
査
は
、
著
者
が
二
〇
一
二
年
五
月
か
ら
一
九
年
二
月
ま
で
に

行
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
、
日
本
有
数
の
日
系
人

集
住
地
区
で
あ
る
愛
知
県
豊
田
市
Ａ
地
区
の
二
つ
の
公
立
小
学
校
、

日
本
語
教
室
、
学
習
支
援
教
室
、
老
人
会
や
主
婦
会
に
よ
る
放
課
後
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学
習
支
援
教
室
、
町
内
会
の
活
動
会
議
、
支
援
施
設
で
の
参
与
観
察
、

ま
た
、
子
育
て
支
援
教
室
で
の
観
察
、
さ
ら
に
約
二
か
月
間
の
Ａ
地

区
で
の
住
み
込
み
調
査
（
二
〇
一
六
年
八
月
か
ら
九
月
）
を
中
心
と

し
て
い
る
。
本
調
査
で
は
、
参
与
観
察
だ
け
で
は
な
く
、
聞
き
取
り

調
査
も
数
多
く
行
っ
て
い
る
。
一
七
歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で
の
在
日
日

系
ブ
ラ
ジ
ル
人
第
二
世
代
一
九
名
の
み
で
は
な
く
、
豊
田
市
役
所
の

職
員
、
通
訳
、
日
本
語
指
導
員
、
市
議
会
議
員
、
Ａ
地
区
町
内
会
メ

ン
バ
ー
な
ど
を
含
め
て
総
計
五
七
名
に
聞
き
取
り
を
し
て
い
る
。
聞

き
取
り
は
一
人
一
～
二
時
間
か
け
て
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
章
で
は
、
一
九
八
九
年
に
入
管
法
が
改
正
さ
れ
て
本
格
的
に

日
系
人
を
中
心
に
外
国
人
（
労
働
者
）
の
導
入
が
開
始
さ
れ
た
後
の

日
本
政
府
に
よ
る
入
管
法
と
社
会
統
合
政
策
の
変
遷
と
、
そ
れ
に
と

も
な
う
多
文
化
共
生
理
念
の
本
格
的
登
場
・
発
展
・
変
遷
に
つ
い
て

ま
と
め
る
と
同
時
に
、
日
本
政
府
の
主
張
す
る
多
文
化
共
生
の
特
質

を
明
ら
か
に
す
る
。
同
法
改
正
に
よ
り
そ
の
後
の
入
管
政
策
が
方
向

付
け
ら
れ
た
の
で
、
同
法
の
分
析
を
起
点
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
の

「
出
入
国
管
理
基
本
計
画
（
第
二
次
）」、
二
〇
〇
六
年
三
月
の
「
地

域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」、
同
年
四
月
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
戦
略
」、
同
年
一
二
月
の
「『
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
』
に
関

す
る
総
合
的
対
応
策
」、
二
〇
一
〇
年
の
「
日
系
定
住
外
国
人
施
策

に
関
す
る
基
本
方
針
」
な
ど
を
検
討
し
、
日
本
政
府
の
多
文
化
共
生

の
基
本
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
二
章
で
は
日
本
政
府
の
多
文
化
共
生
理
念
が
地
方
行
政
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
言
説
と
し
て
表
出
し
て
い
る
の
か
考
察
す
る
。

　

本
章
で
は
、
調
査
対
象
地
区
の
課
題
に
関
す
る
市
議
会
議
員
や
行

政
側
の
発
言
に
加
え
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る
地
区
住
民
か
ら
の
聞

き
取
り
な
ど
を
分
析
し
、
多
文
化
共
生
言
説
の
な
か
に
、
パ
タ
ー
ナ

リ
ズ
ム
、
同
化
主
義
、
日
本
語
支
援
偏
重
主
義
が
近
隣
住
民
や
地
方

行
政
に
お
い
て
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

第
三
章
で
は
、
国
や
地
方
行
政
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
多
文
化
共

生
施
策
が
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
二
世
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
き
た
の
か
を
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
第
二
世
代
の
最
も

身
近
な
社
会
で
あ
る
公
立
学
校
で
多
文
化
共
生
施
策
と
し
て
実
施
さ

れ
る
日
本
語
支
援
が
、
彼
ら
／
彼
女
ら
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
機
能

し
て
き
た
の
か
、
と
い
う
点
に
注
目
し
公
立
学
校
の
教
員
、
日
本
語

指
導
員
、
第
二
世
代
の
若
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
。
こ
こ
で

は
支
援
制
度
の
不
足
と
と
も
に
、
多
文
化
共
生
施
策
に
内
在
す
る
パ

タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
日
本
語
支
援
偏
重
主
義
が
も
た
ら
す
弊
害
に
つ
い

て
指
摘
す
る
。
本
章
で
注
目
す
べ
き
は
、
日
本
語
「
支
援
」
が
も
た

ら
す
弊
害
と
し
て
の
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
二
世
の
排
除
が
生
じ
て
い
る

と
い
う
指
摘
で
あ
る
（
支
援
が
生
み
だ
す
排
除
の
機
能
）。

　

第
四
章
で
は
、
前
章
ま
で
で
明
ら
か
に
な
っ
た
日
本
政
府
、
地
方
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行
政
、
公
立
学
校
教
員
や
日
本
語
指
導
員
な
ど
の
学
校
関
係
者
の
も

つ
日
本
政
府
の
多
文
化
共
生
理
念
に
基
づ
く
日
本
語
支
援
策
が
日
系

第
二
世
代
の
自
尊
心
や
、
自
己
の
ル
ー
ツ
に
対
す
る
誇
り
な
ど
を
破

壊
す
る
ケ
ー
ス
が
多
々
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
生
じ
や
す
い
排
除
現
象
を
防
ぐ
に
は
、
ポ
ル
テ
ス
ら

の
分
節
的
同
化
論
で
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
基
盤
の
あ
る
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
が
必
要
だ
と
す
る
。
動
揺
す
る
第
二
世

代
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
こ
と
に
よ
り
、
第
二
世
代
の
自
尊
心
や
誇

り
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
章

で
は
分
節
的
同
化
論
の
観
点
か
ら
Ａ
地
区
内
で
定
期
的
に
開
か
れ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で
の
ブ
ラ

ジ
ル
人
同
士
の
集
ま
り
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
ト
ラ
ン
ス

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
。

本
章
で
は
こ
れ
ら
の
点
へ
の
注
目
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

第
五
章
で
は
、
大
学
進
学
や
大
学
院
進
学
を
果
た
す
在
日
日
系
ブ

ラ
ジ
ル
人
第
二
世
代
に
注
目
す
る
。
彼
ら
／
彼
女
ら
の
な
か
に
は
、

英
語
に
力
を
注
ぎ
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
と
同
時
に
、
政
府
が
主

導
す
る
成
長
戦
略
の
な
か
の
一
つ
と
し
て
設
置
さ
れ
る
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
へ
進
学
し
て
行
く
者
が
み
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
す
る
。

「
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
」
で
あ
る
と
い
う
ハ
イ
ブ
リ
デ
ィ
テ
ィ
と
、
地

域
の
国
際
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
流
れ
の
な
か
で
重
要
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
英
語
」
教
育
と
の
関
連
性
に
注
目
し
、
そ
れ

ら
を
第
二
世
代
が
戦
術
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
社
会
的
上
昇
を
果

た
し
て
い
っ
た
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
こ
に
き
て
日
系
ブ
ラ
ジ

ル
二
世
は
多
少
浮
か
ば
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

終
章
は
、
本
書
の
ま
と
め
の
章
で
あ
る
。
本
書
が
明
ら
か
に
し
た

こ
と
に
つ
い
て
ま
と
め
た
後
、
そ
れ
ら
が
学
術
的
貢
献
を
す
る
も
の

か
ど
う
か
検
討
し
て
か
ら
、
本
書
の
限
界
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

論
じ
る
。

批
　
評

　

以
上
、
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
本
書
は
、
評
者
が
二

〇
二
四
年
六
月
に
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
国
際
研
究
所
と
港
区
が
共

催
す
る
連
続
市
民
講
座
（
期
間
は
六
月
よ
り
一
〇
月
迄
）
の
な
か
で

行
っ
た
講
演
で
大
い
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
本
稿
に
お

い
て
も
そ
の
際
の
私
の
議
論
を
大
幅
修
正
の
う
え
再
利
用
し
た
。

　

同
連
続
講
座
は
多
文
化
共
生
の
現
状
に
つ
い
て
、
日
本
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
、
当
方

は
当
然
な
が
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
と
そ
の
現
在
に
つ

い
て
論
じ
る
予
定
だ
っ
た
。
日
本
の
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
の
市
民

講
座
は
昨
今
増
え
て
い
る
が
、
諸
外
国
の
多
文
化
主
義
あ
る
い
は
類

似
の
政
策
の
現
状
に
つ
い
て
ま
と
め
た
講
演
会
は
珍
し
い
こ
と
も
あ
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り
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

多
文
化
主
義
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
は
、
①
な
ぜ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

が
多
文
化
主
義
を
導
入
し
た
の
か
、
②
多
文
化
主
義
と
は
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
、
③
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
の
現
状
に
つ
い

て
話
す
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
講
演
会
で
は
ど
う
で
も
よ
い

よ
う
な
与
太
話
と
脱
線
が
多
く
な
り
、
③
に
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
話
す

時
間
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
②
の
後
半
で
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
と
日
本
の
多
文
化
共
生
を
比
較
し
て
、
日
本

の
多
文
化
共
生
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
と
対
比
し
て
日

本
で
は
何
が
問
題
な
の
か
少
々
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
と
思
っ
て
議

論
を
用
意
し
て
お
い
た
の
で
、
そ
の
部
分
を
引
き
延
ば
し
て
、
③
に

替
え
た
。
そ
の
お
陰
で
、
と
り
あ
え
ず
講
演
を
無
事
終
え
ら
れ
た
。

　

講
演
の
冒
頭
で
現
状
（
衰
退
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
多
文
化
主
義

に
つ
い
て
主
に
議
論
す
る
予
定
だ
っ
た
）
に
つ
い
て
大
い
に
論
じ
た

い
と
約
束
し
て
い
た
が
、
日
本
で
は
多
文
化
主
義
の
問
題
点
を
話
す

と
喜
ぶ
聴
衆
も
多
い
の
で
、
し
な
く
て
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
も
日
本
の
多
文
化
共
生
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多

文
化
主
義
の
比
較
を
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、
講
演
会
の
二
、
三

か
月
前
に
著
者
よ
り
本
書
の
献
本
が
あ
り
、
最
近
の
日
本
の
多
文
化

共
生
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
講

演
時
の
議
論
を
下
敷
き
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
と
今
の
日
本
の
多
文
化
共
生
は

同
じ
か
ど
う
か
、
い
や
、
違
う
の
か
ど
う
か
。
現
状
を
簡
潔
に
ま
と

め
る
の
に
本
書
は
大
変
役
に
立
っ
た
。
評
者
は
、
あ
ま
り
日
本
の
多

文
化
共
生
の
こ
と
を
知
ら
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
な
ぜ
そ
う
な
の

か
と
い
う
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
日
本
が
今
で
も
同
質
国
民
国

家
指
向
の
外
国
人
排
斥
・
差
別
社
会
だ
と
思
っ
て
い
て
、
日
本
の
多

文
化
共
生
問
題
以
前
に
日
本
に
外
国
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
事
実

す
ら
知
ら
な
い
の
で
、
日
本
の
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た

こ
と
が
な
い
か
ら
だ
。
故
に
講
演
で
は
日
本
の
こ
と
に
つ
い
て
は
本

書
の
議
論
を
大
い
に
参
考
に
し
た
。

　

読
ん
で
み
て
気
づ
い
た
こ
と
は
、
本
書
は
日
本
の
多
文
化
共
生
に

か
な
り
批
判
的
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
著
者
の
議
論
を
評
者
な
り
に
簡

単
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
日
本
は
多
文
化
共
生
と
い

い
な
が
ら
、
何
を
や
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
ま
ず
一
生
懸
命
日
本

語
を
教
え
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
日
本
語
に
加
え
日
本
の
社

会
や
歴
史
を
教
え
て
、
早
く
日
本
の
社
会
に
慣
れ
な
さ
い
と
強
い
て

い
る
か
の
よ
う
だ
と
指
摘
す
る
。
確
か
に
、
日
本
語
教
育
の
強
調
は

当
然
な
こ
と
で
絶
対
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ば
か
り
や
っ
て

い
る
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、
と
い
う
の
が
著
者
の
議
論
で

あ
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
は
著
者
だ
け
が
指
摘
し
て
い
る
の
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で
は
な
い
こ
と
は
本
書
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
な
お

一
層
強
く
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
本
質
主
義
的
文
化
観
が
あ

り
、
日
本
文
化
を
絶
対
視
す
る
傾
向
も
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
日
本
文
化
絶
対
視
が
次
の
問
題
に
も
つ
な
が
り
や
す
い
。

　

そ
れ
は
、
日
本
人
と
非
日
本
語
系
の
外
国
人
の
二
項
対
立
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
聞
き
取
り
調
査
対
象
と
な
っ
た
日
本
人
の
多
く
は
、

「
あ
な
た
方
は
外
国
生
ま
れ
の
人
間
だ
」
と
し
つ
こ
く
繰
り
返
し
、

日
本
人
と
対
比
し
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、「
あ
な
た
方
海
外
出

身
者
は
日
本
語
が
で
き
な
い
厄
介
な
人
々
で
あ
る
」
と
厄
介
視
・
お

荷
物
視
し
て
い
る
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
か
ら
さ
ま
に
表

明
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
結
果
的
に
は
日
本
の
多
文
化
共
生
行

政
は
非
常
に
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
と
な
り
、
す
べ
て
日

本
側
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
て
、
ま
ず
日
本
人
の
私
の
い
う
こ
と
を

聞
き
な
さ
い
と
高
飛
車
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
の

こ
と
を
ま
ず
勉
強
し
な
さ
い
、
時
に
は
、
あ
な
た
の
お
国
の
文
化
や

言
語
を
忘
れ
な
さ
い
と
い
う
同
化
主
義
的
な
こ
と
さ
え
い
っ
て
い
る

ら
し
い
と
い
う
。
要
す
る
に
支
援
者
と
被
支
援
者
と
の
間
に
不
平
等

な
関
係
が
あ
っ
て
、
い
う
こ
と
を
聞
け
と
い
う
こ
と
の
よ
う
な
感
じ

で
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
い
う
と
、
真
摯
に
一
生
懸
命
多
文
化
共
生

に
取
り
組
ん
で
い
る
人
は
怒
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
問

題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
お
き
た
い
。

　

第
一
章
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
多
文
化
共
生
策

に
な
っ
た
大
き
な
要
因
は
、
著
者
に
よ
る
と
日
本
政
府
の
入
管
政
策

の
な
か
に
あ
る
多
文
化
共
生
理
念
に
原
因
が
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代

に
入
っ
て
強
化
さ
れ
た
日
本
政
府
の
多
文
化
共
生
理
念
は
入
管
政
策

に
お
い
て
も
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
多
文
化
共
生
と
は
い

え
外
国
人
入
国
者
の
も
つ
多
様
な
文
化
を
理
解
し
な
が
ら
柔
軟
に
対

応
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
外
国
人
労
働
者
が
一
刻
も
早

く
日
本
語
に
習
熟
し
て
日
本
社
会
に
慣
れ
、
つ
つ
が
な
く
適
応
し
て

技
能
労
働
者
・
事
務
職
員
と
し
て
一
人
前
に
な
っ
て
自
立
し
て
ほ
し

い
と
い
う
気
持
ち
が
先
に
立
ち
、
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
こ
そ
が
そ

の
た
め
の
近
道
で
あ
る
と
考
え
る
と
と
も
に
、
日
本
の
生
活
習
慣
や

労
働
習
慣
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
歴
史
な
ど
の
一
般
教
養
に
つ
い

て
も
幅
広
く
習
熟
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。
こ
の
傾

向
は
、
著
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
初
、
生
活
保
障
の
た
め
の
対

応
策
と
し
て
展
開
し
た
日
本
の
多
文
化
共
生
策
が
、
経
済
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
追
求
す
る
自
由
主
義
経
済
政
策
の
展
開
の
も
と
、
早
期
に
成

果
を
求
め
る
経
済
合
理
主
義
的
な
観
点
か
ら
多
文
化
共
生
策
が
強
化

さ
れ
て
い
く
に
と
も
な
っ
て
強
ま
っ
て
い
く
。

　

著
者
は
使
っ
て
い
な
い
が
評
者
の
言
葉
で
示
す
と
前
者
は
「
社
会

（
保
障
）
的
多
文
化
主
義
」、
後
者
は
「
経
済
（
合
理
）
的
多
文
化
主

義
」
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
当
初
、
労
働
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党
が
多
文
化
主
義
を
示
唆
し
た
一
九
七
〇
年
代
で
は
、
社
会
的
多
文

化
主
義
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
新
自
由
主
義
経
済
主
義
の

影
響
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
普
及
し
だ
す
と
、
一
九
九
〇
年
代
に

は
労
働
党
も
保
守
連
合
も
経
済
的
多
文
化
主
義
を
強
め
て
い
っ
た
。

日
本
で
は
そ
の
こ
と
が
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
実
現
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
問
題
は
、
著
者
が
第
二
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
政
府

の
多
文
化
共
生
理
念
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
同
化
強
制
的
な

日
本
語
中
心
主
義
多
文
化
共
生
と
、
日
本
人
と
外
国
人
と
の
不
平
等

な
二
項
対
立
は
政
府
の
多
文
化
共
生
理
念
に
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ

が
、
地
方
自
治
体
職
員
、
市
議
会
議
員
、
学
校
教
師
、
日
本
語
指
導

員
、
近
隣
の
人
々
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
が
、

第
三
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
な
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
二
世
の
学
校

不
適
応
に
よ
る
分
節
的
同
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
語
ば
か
り
教
え
て
い
る
と
分
節
的
同
化
が
起
き
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
れ
は
外
国
人
た
ち
の
日
本
へ
の
不
適
応
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ポ
ル
テ
ス
ら
の
い
う
よ
う
な
下
降
的
・
停

滞
的
分
節
的
同
化
が
起
き
て
、
日
本
に
同
化
し
た
け
れ
ど
も
経
済
社

会
的
に
は
上
昇
が
で
き
ず
、
む
し
ろ
下
降
あ
る
い
は
停
滞
が
起
き
る

の
で
あ
る
。
多
文
化
共
生
と
い
い
な
が
ら
も
強
制
的
に
日
本
へ
の
同

化
を
押
し
付
け
て
く
る
日
本
で
は
、
同
化
こ
そ
が
社
会
的
上
昇
に
繫

が
る
と
い
う
一
元
的
思
考
に
基
づ
く
多
文
化
共
生
の
名
の
も
と
で
同

化
を
強
制
し
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
日
本
に
お
け
る
多
文

化
共
生
と
は
、
多
様
な
文
化
を
認
め
あ
い
な
が
ら
生
き
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
多
様
な
文
化
を
も
っ
て
い
た
人
々
を
日
本
人

と
し
て
処
遇
し
て
社
会
統
合
を
う
ま
く
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

な
の
で
あ
る
（
脱
文
化
主
義
）。

　

し
か
も
、
そ
の
適
応
困
難
問
題
は
、
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
、
あ

る
い
は
日
本
語
を
覚
え
る
意
欲
の
な
い
外
国
人
た
ち
が
原
因
だ
と
す

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
犠
牲
者
非
難
」
と
よ
く
昔
か
ら
い
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
日
本
の
現
況
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
正
直
い
う

と
、
評
者
は
日
本
の
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
は
多
少
理
解
し
て
い
た

つ
も
り
で
は
あ
る
。
そ
れ
は
、
た
し
か
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
か
ら

日
本
の
多
文
化
状
態
と
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
日
本
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
比
べ

て
日
本
の
多
文
化
共
生
策
は
ど
う
か
と
い
う
質
問
は
よ
く
受
け
た
か

ら
で
あ
る
。
本
書
を
読
ん
で
日
本
の
多
文
化
共
生
の
貧
弱
な
状
況
を

改
め
て
確
認
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
一
九
七
三
年
に
多
文
化
主
義
を
導
入
す
る
と

示
唆
す
る
前
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
一
九
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
の

状
況
と
そ
っ
く
り
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
の
多

文
化
共
生
は
「
真
の
多
文
化
共
生
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ

れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
不
適
応
に
と
も
な
う
諸
問
題
の
原
因
を
外
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国
人
で
あ
る
移
民
や
難
民
た
ち
自
身
の
方
に
の
み
見
る
と
い
う
「
心

理
主
義
的
」
な
見
方
で
あ
る
。
み
ん
な
あ
な
た
方
が
悪
い
の
だ
と
い

う
の
は
、
か
つ
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
に
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

大
量
に
や
っ
て
き
た
移
民
や
難
民
た
ち
に
対
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

も
や
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
語
で
は
な
く
英
語
で
あ
る
。
そ
う

い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
移
民
や
難
民
た
ち
は
怒
っ

て
、
じ
ゃ
あ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
帰
る
と
い
っ
て
、
多
く
が
帰
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
慌
て
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
多
文
化

主
義
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
本
書
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
本
で
は
多
文
化
な

人
々
に
日
本
語
と
日
本
文
化
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
多
文
化
共

生
だ
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
側
に
と
っ
て
問
題
が

起
き
な
い
よ
う
に
、
起
き
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
日
本
の
伝
統
文
化
や
社
会
制
度
の
変
更
を
極
最
小
限
に
し
て
、

「
あ
な
た
た
ち
が
日
本
人
に
変
わ
る
の
で
す
。
そ
の
代
わ
り
、
日
本

語
は
一
生
懸
命
教
え
て
あ
げ
ま
す
よ
」
と
い
う
日
本
中
心
主
義
的
同

化
主
義
な
の
で
あ
る
。
実
際
は
、
外
国
人
た
ち
が
日
本
に
適
応
で
き

な
い
と
い
う
時
に
、
そ
の
原
因
に
は
文
化
的
な
違
い
を
含
め
て
他
に

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
日
本
で
は
そ
れ
ら
の
原
因
を

す
べ
て
外
国
人
た
ち
自
身
の
日
本
語
能
力
不
足
に
押
し
付
け
て
い
る

の
で
あ
る
。
本
来
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
違
い
を
う
ま
く
調
整
し
て

や
っ
て
い
く
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
い

っ
た
相
互
理
解
を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
観
点
が
、
日
本
の

多
文
化
共
生
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
比
べ
る

と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
は
、
真
逆
な
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

基
本
的
に
多
文
化
主
義
時
代
以
前
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
大
き
な

問
題
に
な
っ
た
の
は
、
移
民
や
難
民
た
ち
の
文
化
や
言
語
を
否
定
し

て
、
移
民
や
難
民
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
自
文
化
へ
の
誇
り

を
ズ
タ
ズ
タ
に
破
壊
し
て
お
き
な
が
ら
、「
よ
き
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
」
に
な
り
な
さ
い
と
い
う
の
は
、
ち
と
虫
が
良
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦

政
府
は
気
付
い
て
、
多
文
化
主
義
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
移
民

や
難
民
の
人
々
か
ら
す
る
と
、
不
十
分
で
あ
っ
て
も
自
分
た
ち
の
文

化
や
言
語
、
そ
し
て
宗
教
を
そ
れ
な
り
に
尊
重
し
て
く
れ
る
社
会
だ

と
思
え
る
国
で
は
、
自
分
た
ち
の
文
化
・
言
語
、
そ
し
て
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
を
恥
じ
る
必
要
は
な
い
と
思
え
る
。
つ
ま
り
、
政
府
が
文
化
的

多
様
性
を
尊
重
し
て
い
る
な
ら
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

も
尊
重
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
、
そ
れ
だ
け
よ
い
社
会
だ
と
思
っ
て
、

む
し
ろ
積
極
的
に
受
入
れ
社
会
に
適
応
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
多
文
化
共
生
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策
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
一
生
懸
命
日
本
語
を

教
え
て
い
る
の
は
分
か
る
し
正
し
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
語
が
で
き

れ
ば
万
々
歳
だ
が
、
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

起
き
る
と
い
う
の
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
多
文
化
主
義
研
究
か
ら
い

え
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
日
本
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
多
文
化
主
義

研
究
で
は
、
い
き
な
り
多
文
化
主
義
に
つ
い
て
論
じ
は
じ
め
、
そ
の

問
題
点
を
指
摘
し
よ
う
と
す
る
揚
げ
足
取
り
研
究
が
多
く
、
多
文
化

主
義
登
場
以
前
の
同
化
主
義
的
共
生
時
代
の
問
題
と
多
文
化
主
義
へ

の
移
行
理
由
に
つ
い
て
の
議
論
が
少
な
く
、
多
文
化
主
義
導
入
過
程

の
事
情
が
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
の
日
本
の

多
文
化
共
生
策
の
ま
ま
で
は
、
ま
す
ま
す
問
題
が
大
き
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。

　

以
上
、
本
書
の
内
容
に
沿
っ
て
要
点
を
ま
と
め
た
が
、
本
書
は
、

ま
ず
日
本
政
府
の
多
文
化
共
生
概
念
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
、

そ
の
問
題
点
が
そ
の
ま
ま
驚
く
ほ
ど
素
直
に
外
国
人
集
住
地
区
の
地

方
自
治
体
職
員
、
市
議
会
議
員
、
学
校
の
先
生
や
日
本
語
指
導
教
員
、

生
活
指
導
員
、
近
隣
の
人
々
に
浸
透
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
支
援
の
弊
害
と
し
て
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
第
二
世
代
の
社
会
的

地
位
の
分
節
的
同
化
、
つ
ま
り
上
昇
で
は
な
く
下
降
や
停
滞
（
排

除
）
が
顕
著
に
な
り
、
時
に
は
非
行
問
題
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
日
本
語
理
解
の
進
ま
な
い
外
国

人
子
女
の
増
加
に
よ
り
、
日
本
人
子
女
の
受
験
勉
強
へ
の
悪
影
響
を

懸
念
す
る
父
兄
が
増
え
る
と
、
日
本
人
と
外
国
人
子
弟
の
分
離
教
育

問
題
が
議
会
で
論
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
明

ら
か
に
す
る
。
な
お
、
評
者
は
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
年
）
年
の

『
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
』
を
検
討

し
た
際
に
、
政
府
の
共
生
理
念
に
つ
い
て
は
本
書
の
理
解
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
り
が
な
い
と
の
感
触
を
得
て
い
る
（
本
対
応
策
は
、
自
民
党

政
府
が
、
入
管
法
を
改
正
し
て
特
定
技
能
労
働
在
留
資
格
の
新
設
を

図
っ
た
時
に
同
時
に
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）。

　

日
本
政
府
の
多
文
化
共
生
理
念
の
も
つ
問
題
点
か
ら
は
じ
ま
る
首

尾
一
貫
し
た
流
れ
が
要
領
よ
く
本
書
に
て
提
示
さ
れ
る
。
本
書
を
読

む
と
、
見
通
し
は
暗
い
な
と
い
う
感
じ
が
す
る
の
は
、
日
本
が
や
っ

て
い
る
こ
と
は
四
〇
年
以
上
前
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
と
同
じ
こ

と
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
指

摘
し
て
、
本
稿
を
一
応
終
わ
り
に
し
た
い
が
、
本
書
の
暗
さ
を
引
き

ず
っ
て
本
稿
を
終
わ
る
前
に
、
本
書
後
半
で
は
多
少
明
る
い
話
が
載

っ
て
い
る
の
で
そ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

　

著
者
は
第
四
章
で
、
日
本
の
貧
弱
な
多
文
化
共
生
環
境
の
も
と
で

悩
み
苦
し
む
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
二
世
た
ち
が
、
逆
境
に
対
抗
し
よ
う

と
日
本
社
会
の
な
か
の
同
胞
に
よ
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
な
か
で
、
大
人
た
ち
に
交
じ
っ
て
活
動
を
活
発
化
し
て
い
る
だ
け
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で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
故
国
ブ
ラ
ジ
ル
の
同
年
代

の
若
者
た
ち
と
情
報
交
換
を
頻
繁
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
故
国
ブ

ラ
ジ
ル
の
文
化
や
流
行
に
精
通
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
し
て
の
強
い

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
し
て
い
く
姿
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
。
加
え
て
、
第
五
章
で
は
日
本
社
会
の
変
化

に
よ
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
二
世
の
活
性
化
が
報
告
さ
れ
る
。
そ
れ
は

最
近
に
な
っ
て
の
こ
と
で
、
か
つ
多
文
化
共
生
の
問
題
に
関
連
す
る

こ
と
で
あ
る
。
日
本
政
府
が
日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
へ
の
対
応
と
発
展
の
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
な
る
日
本

人
を
育
て
る
の
だ
と
い
い
出
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
。
実
は
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
厄
介
視
さ
れ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

系
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
移
民
二
世
の
日
本
社
会
で
の
立
場
が
少
し
よ
く
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
／
彼
女
ら
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
話
せ
る

こ
と
が
多
い
か
ら
、
英
語
に
も
割
合
と
っ
つ
き
や
す
い
ら
し
い
。
さ

ら
に
、
な
か
に
は
欧
米
系
の
風
貌
を
も
っ
て
い
る
人
も
多
い
。
彼

ら
／
彼
女
ら
は
か
つ
て
、
日
本
で
は
問
題
児
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

た
の
だ
け
れ
ど
、
昨
今
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
む
し
ろ
尊

敬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
英
語
力
の

あ
る
外
国
人
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
、
以
前
よ
り
多
少
な
り
と
も
尊

敬
・
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
高
校
、
大
学
へ
の
進
学
者
も
増

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
が
指
摘
す
る
通
り
、
こ
の
こ
と
自
体
に

も
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
あ
、
こ
の
変
化
に

は
歓
迎
す
べ
き
点
も
あ
る
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
二
世
中
心
の
日
本
を
超
え
て
ブ
ラ
ジ
ル
と
繫
が

る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
展
開
と
、
日
本
政
府
の
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
方
針
の
展
開
な
ど
の
う
ち
、
著
者
は
若
者
の
自
主
的

な
活
動
で
あ
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
主
体
性
に
よ
り
着
目
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
日
本
政
府
の

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
論
の
効
用
に
は
多
少
懐
疑
的
だ
が
注
目
す
べ
き
変

化
で
は
あ
る
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と
は
何
か
と
い
う
と
、
政
府
文
書
に
は
、

け
っ
こ
う
い
い
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。
簡
潔
に
言
う
と
「
異
な
る
言

語
、
文
化
、
価
値
を
乗
り
越
え
て
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
協
調
性
、
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
能
力
」

を
も
つ
人
々
で
あ
る
。
次
世
代
は
そ
う
な
る
べ
き
だ
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
い
い
言
葉
で
は
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
に
も
大
き
な
問
題
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
は
常
に
「
外
向
き
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
日
本
人
は
海
外
か
ら
の
外
国
の
人
（
観
光
や
商
用
で
来
る

人
々
）
と
付
き
合
う
、
あ
る
い
は
自
ら
が
外
国
に
行
っ
た
時
に
現
地

の
文
化
を
よ
く
理
解
し
て
頑
張
れ
と
い
っ
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。
日

本
の
国
際
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
議
論
の
多
く
は
、
日
本
人

の
海
外
進
出
の
み
を
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
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材
論
の
そ
の
よ
う
な
外
向
き
を
内
向
き
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

既
に
日
本
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
外
国
系
の
人
々
が
沢
山
生
活
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
人
た
ち
と
お
付
き
合
い
す
る
時
に
日
本
人

が
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
関
わ
れ
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
国
際
化
と
か
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う

と
、
す
ぐ
外
国
に
行
っ
て
頑
張
れ
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
う
け
れ

ど
、
日
本
国
内
が
国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

日
本
国
内
で
の
お
付
き
合
い
の
時
に
日
本
人
の
多
く
が
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
と
し
て
、
内
向
き
と
外
向
き
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
よ

う
に
す
れ
ば
、
多
文
化
共
生
が
多
少
な
り
と
も
う
ま
く
い
く
か
も
し

れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
あ
、
理
論
上
で
は
そ
う
な
る
は
ず
だ
が
、
現

実
は
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
と
り
あ
え
ず
、
そ
の
よ
う
な

方
向
で
進
む
こ
と
も
多
文
化
共
生
の
日
本
で
の
成
功
の
た
め
に
考
え

た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
内
向
き
の
国
際
化
、
内
向

き
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
化
に
よ
っ
て
多
文
化
共
生
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
多
文
化
共
生
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
す
る
に

は
い
く
つ
か
他
に
も
注
意
す
べ
き
重
要
な
こ
と
が
あ
る
と
評
者
な
り

に
思
う
の
で
少
し
付
記
し
た
い
。
そ
の
第
一
は
、
民
主
主
義
と
多
文

化
主
義
の
整
合
性
で
あ
る
。
多
文
化
主
義
は
非
民
主
主
義
的
な
こ
と

も
認
め
る
と
批
判
す
る
人
も
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
民
主
主
義
の
自
由
・
平
等
理
念
か
ら
多
文
化
主
義
は
は
じ

ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化

主
義
で
は
民
主
主
義
に
反
す
る
文
化
内
容
は
認
め
て
い
な
い
。
ま
た
、

第
二
は
多
文
化
共
生
の
成
功
の
た
め
に
は
、
日
本
が
移
民
国
家
で
は

な
い
と
認
識
し
続
け
る
よ
り
は
、
近
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で

の
国
際
移
民
の
増
加
に
よ
り
、
先
進
諸
国
は
多
か
れ
少
な
か
れ
移
民

国
家
状
態
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
新
興
移
民
国
家
）
と
い
う
点
を
強
く

自
覚
し
、
旧
来
か
ら
の
移
民
国
家
の
よ
う
に
移
民
・
難
民
を
国
民
国

家
形
成
の
重
要
な
要
素
の
一
部
と
し
て
扱
い
、
一
時
的
滞
在
者
と
み

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
書
か
ら
日
本
の
多
文
化
共
生
の
実
現

は
程
遠
い
と
い
う
気
が
し
た
が
、
本
書
後
半
の
二
つ
の
章
の
議
論
と

当
方
に
よ
る
追
加
的
要
素
を
踏
ま
え
れ
ば
何
と
か
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
終
章
で
著
者
が
本
書
の
学
術
的
貢
献
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
点
に
触
れ
て
終
わ
り
た
い
。
確
か
に
著
者
は
謙
虚
に
本
書
の

限
界
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
評
者
か
ら
す
れ
ば

本
書
は
十
分
学
術
的
貢
献
を
し
て
い
る
。
と
く
に
そ
の
点
で
注
意
す

べ
き
は
本
稿
冒
頭
で
評
者
が
多
文
化
主
義
へ
の
反
対
者
に
二
通
り
あ

る
と
指
摘
し
、
日
本
に
は
多
文
化
主
義
導
入
後
期
の
多
文
化
主
義
既

知
化
に
よ
る
反
対
は
少
な
い
と
論
じ
た
こ
と
に
関
連
す
る
。
本
書
の

な
か
で
気
に
な
る
の
は
、
研
究
対
象
地
域
の
外
国
人
集
住
地
域
で
は
、
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外
国
人
増
加
と
多
文
化
共
生
政
策
の
実
施
が
、
日
本
人
子
女
教
育
へ

の
障
害
あ
る
い
は
逆
差
別
だ
と
の
批
判
が
市
議
会
議
員
中
心
に
み
ら

れ
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
こ
れ
は
多
文
化
主
義
導
入
後
期
の
典
型

的
な
批
判
な
の
で
、
今
後
と
く
に
注
意
す
べ
き
も
の
だ
と
思
う
。
よ

っ
て
日
本
の
多
文
化
共
生
に
関
心
あ
る
人
に
は
必
読
の
書
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

（
明
石
書
店
、
二
〇
二
四
年
、
本
文
・
注
・
参
考
文
献
一
覧
・
索
引

含
み
二
六
九
頁
）

関
根
　
政
美


